Wang Wei 王維 and the Songyue-si 嵩岳寺 (I) -History and Present Circumstances of the Temple- by 内田 誠一
一
、
筆
の
こ
れ
ま
で
の
嵩
岳
寺
關
の
査
と
究
―
―
序
に
か
え
て
河
南
省
登
封
市
に
あ
る
嵩
岳
寺
は
、
中
國
最
古
の
磚
で
あ
る
十
五

に
よ
っ
て
知
る
人
ぞ
知
る
古
刹
で
あ
る
。
嵩
山
は
太
室
山
と
少
室
山
と
に
分
か
れ
る
が
、
光
客
の
足
は
、
殆
ど
少
室
山
に
あ
る
少
林
寺
に
向
き
、
太
室
山
は
と
言
え
ば
中
岳
廟
な
い
し
は
嵩
陽
書
院
を
參
す
る
ぐ
ら
い
で
、
嵩
岳
寺
に
足
を
踏
み
入
れ
る
人
は
、
こ
れ
ま
で
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
（
１
）。
本
稿
は
續
を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
の
考
察
の
中
で
、
筆
の
こ
れ
ま
で
の
査
と
	究
に
よ
っ
て

明
し
た
、
王
維
と
嵩
岳
寺
と
の
關
係
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
先
行
論
文
に
お
い
て
王
維
と
嵩
岳
寺
と
の
關
係
に
言
し
た
も
の
は
、
管
見
の
ぶ
限
り
皆
無
で
あ
る
。
王
維
が
一
時
期
、
嵩
山
に
隱
棲
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
「
歸
嵩
山
作
」
の
詩
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
嵩
山
隱
棲
中
の
動
靜
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
王
維
に
關
す
る
樣
々
な
專
・
論
文
に
お
い
て
、
嵩
山
隱
棲
に
觸
れ
た
部
分
は
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
「
嵩
岳
寺
」
の
文
字
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
は
、
王
維
と
嵩
岳
寺
と
の
關
係
を
考
察
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
王
維
の
嵩
山
時
代
を
解
明
す
る
端
と
な
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
、
筆
が
こ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
嵩
岳
寺
關
の
査
と
	
究
に
つ
い
て
、
少
々
べ
る
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。
筆
は
査
の
た
め
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
六
回
嵩
山
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
二
回
目
の
査
（
筆
中
國
留
學
期
中
の
一
九
九
八
年
十
一
）
に
於
て
、
嵩
岳
寺
伽
殿
の
軒
下
に
放
置
さ
れ
て
い
る
石
刻
「
蕭
和
靈
銘
」
（
以
下
、
「
靈
銘
」
）
を
、
二
日
に
亙
っ
て
査
し
た
。
北
京
に
り
、
拓
本
や
寫
眞
を
整
理
し
て
文
を
字
し
た
が
、
不
明
な
點
が
出
來
し
た
の
で
、

一
九
九
九
年
七
に
再
度
嵩
岳
寺
を
訪
れ
て
、
面
と
文
を
確
し
た
。
同
年
八
、
四
年
の
留
學
を
え
て
歸
國
し
て
か
ら
、
文
の
容
を
檢
討
し
て
み
た
。
し
か
し
、
下
截
部
分
が
失
し
て
い
る
殘
で
あ
る
か
王
維
と
嵩
岳
寺
（
上
）
嵩
岳
寺
の
沿
革
と
現


田

一
ら
、
文
の
意
味
が
々
し
か
掴
め
な
か
っ
た
。
そ
の
當
時
は
『
王
右
丞
文
集
』
の
書
誌
學

究
を
め
て
い
た
（
２
）こ
と
も
あ
り
、
「
靈
銘
」
は
そ
の
儘
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
數
年
後
、
本
來
、
下
截
部
分
に
刻
さ
れ
て
い
た
文
が
何
か
の
文
獻
に

	さ
れ
て
な
い
か
、
と

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
は
じ
め
た
。
二
〇
〇
五
年
、
駄
目
元
で
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
「
靈
銘
」
の
陰
の
下
截
部
分
が
、
「
安
國
寺
殘
」
と
し
て
『
八
瓊
室
金
石
補
正
續
』
に

	さ
れ
て
い
る
こ
と
を
發
見
。
現
存
の
上
截
部
分
の
文
と
合
體
し
て
復
元
し
た
。
す
る
と
『
宋
高
傳
』
の
乘
如
傳
に
は
見
え
な
い
禪
師
の
事
績
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
拙
論
「『
蕭
和
靈
銘
』
の
文
に
つ
い
て
王
維
・
王
縉
兄
弟
と
の
交
流
を
物
語
る
石
刻
料
の
復
元
』
（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
五
十
八
集
、
二
〇
〇
六
年
十
）
で
あ
る
。
續
い
て
、
拙
論
「
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
邊
（
上
）」
（
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
五
集
、
二
〇
〇
六
年
十
二
）
で
は
、
側
に
刻
さ
れ
て
い
る
、
王
維
が
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
（
現
行
の
版
本
で
は
「
乘
如
禪
師
蕭
居
士
嵩
丘
如
」
と
い
う
詩
題
に
な
っ
て
い
る
）
の
本
來
の
詩
題
と
「
嵩
丘

」
の
在
に
つ
い
て
、
そ
し
て
幾
つ
か
の
詩
語
に
つ
い
て
考
證
し
た
。
こ
の
稿
で
、「
嵩
丘

」
は
嵩
岳
寺
で
あ
る
と
特
定
で
き
た
。
そ
の
考
證
の
際
に
引
用
し
た
崔
の
詩
「
宿
大
和



如
上
人

常
孫
二
山
人
」
の
如
上
人
に
つ
い
て
は
、
馬
大
品
ら

『
中
國
佛

詩
歌
總
彙
』
（
中
國
書
店
、
一
九
九
三
年
）
の
當
該
詩
の
釋
で
は
、
中
岳
法
如
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
筆
は
乘
如
禪
師
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
。
こ
の
段
階
で
、
嵩
岳
寺
は
王
維
と
關
係
の
あ
る
寺
で
あ
る
と
直
感
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
陽
の
下
截
部
分
の
一
部
が
、
「
會
善
寺
殘
」
と
し
て
『
文
續
拾
』
卷
十
三
に

	さ
れ
て
い
る
こ
と
を
發
見
し
、
陽
の
缺
字
部
分
を
些
か
復
元
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
陽
・
陰
と
も
に
現
在
 
み
得
る
限
り
の
復
元
を
果
し
た
。
遲
く
と
も
北
宋
時
代
ま
で
に
斷
裂
し
、
上
下
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
!み
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
殘
を
、
千
年
の
眠
り
か
ら
呼
び
覺
ま
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
復
元
し
た

文
を
基
に
乘
如
禪
師
の
人
物
と
そ
の
生
涯
を
探
り
、
そ
の
結
果
、
乘
如
禪
師
が
王
維
・
王
縉
兄
弟
を
は
じ
め
多
く
の
貴
顯
と
深
い
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
復
元
に
よ
り
、
山
北
の
寺
に
假
埋
"し
て
あ
っ
た
禪
師
の
#骨
が
建
中
元
年
の
正
に
掘
り
出
さ
れ
て
、
嵩
岳
寺
中
（
後
$す
る
仁
壽
舍
利
を
指
す
か
）
の
西
に
、
ま
た
一
時
に
"ら
れ
、
同
年
八
に
入
し
た
こ
と
が
%明
し
た
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
拙
論
「
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
邊
（
中
）」
（
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
六
集
、
二
〇
〇
七
年
）
で
あ
る
。
續
い
て
「
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
邊
（
下
）」
（
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
七
集
、
二
〇
〇
八
年
）
で
は
、
禪
師
の
俗
兄
で
あ
る
蕭
居
士
の
人
物
の
一
端
を
探
り
、
ま
た
側
に
刻
さ
れ
て
い
る
王
維
の
詩
の
解
釋
を
試
み
た
。
特
に
、
尾
聯
の
「
深
洞
長
松
何
有
、
儼
然
天
竺
古
先
生
（
深
洞
長
松
何
の
有
る
ぞ
、
儼
然
た
り
天
竺
の
古
先
生
）」
に
關
し
て
は

&紛
々
と
し
て
い
る
が
、
新
た
に
獨
自
の
解
釋
を
行
な
っ
た
。
王
維
と
嵩
岳
寺
（
上
）（
'田
）
19
最
で
は
、
二
〇
〇
九
年
の
三
と
八
、
二
〇
一
〇
年
三
に
登
封
市
を
訪
れ
、
嵩
山
の

蹟
を
査
し
た
。
二
〇
〇
九
年
の
三
に
は
、
嵩
岳
寺
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
方
の
太
室
山
中
に
あ
る
三
庵
と
羅
洞
を
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
を
も
と
に
本
誌
	號
の
拙
論
「
王
維
と
嵩
山
羅
洞
―
『
深
洞
長
松
何

有
』
の
『
深
洞
』
の

在
に
つ
い
て
」
を
執
筆
し
、
王
維
の
詠
ん
だ
「
深
洞
」
が
、
宋
代
以
「
羅
洞
」
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
洞
窟
で
あ
る
と
特
定
で
き
た
。
ま
た
、
嵩
山
を
る
う
ち
に
實
見
で
き
た

蹟
の
中
に
、
白
居
易
が
詩
に
詠
じ
た

蹟
が
あ
り
、
拙
論
「
白
居
易
が
詠
ん
だ
嵩
山
の
蹟
に
つ
い
て
」
（
『
中
國
文
史
論
叢
』
第
６
號
、
中
國
文
史
究
會
、
二
〇
一
〇
年
）
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
究
か
ら
、
筆
は
、
王
維
と
嵩
岳
寺
と
の
深
い
因
を

識
す
る
に
至
っ
た
。
よ
っ
て
今
後
は
、
そ
の
結
び
つ
き
を
探
っ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
そ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
嵩
岳
寺
の
沿
革
を

し
、
あ
わ
せ
て
嵩
岳
寺
の
現
に
つ
い
て
報
し
た
い
。
二
、
嵩
岳
寺
の
沿
革
嵩
岳
寺
は
太
室
山
の
南
麓
、
大
村
に
あ
る
。
「
大
」
と
は
嵩
岳
寺
の
十
五

の
こ
と
で
あ
る
。
土
地
の
人
は
嵩
岳
寺
の
こ
と
を
、
大
寺
と
呼
ん
で
い
る
ら
し
い
。
明
代
の
傅
が
纂
し
た
『
嵩
書
（
３
）』
の
卷
三
に
は
嵩
岳
寺
に
つ
い
て
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
嵩
嶽
寺
在
法
王
寺
西
一
里
許
。
元
魏
宣
武
於
永
二
年
、
令
馮
亮
與
沙
門
統
暹
河
南
尹
甄
等
、
同
嵩
山
形
之
處
、
創
興
土
木
。
本
離
宮
也
。
孝
明
正
光
元
年
、
榜
 居
寺
、
廣
大
佛
刹
、
殫
極
國
財
。
徒
濟
濟
彌
七
百
衆
、
堂
宇
!
!踰
一
千
"、
可
謂
#矣
。
後
$、
斷
廢
佛
法
、
欲
以
寺
爲
、
以
爲
壇
、
未
果
。
至
隋
開
皇
五
年
、
始
改
題
嵩
嶽
寺
、
又
度
隸
徒
四
百
五
十
人
。
未
幾
、
兵
亂
焚
毀
。
%興
、
重
爲
修
復
、
特
賜
田
碾
四

。
武
后
&幸
嵩
山
、
則
以
寺
爲
行
宮
、
'
(國
金
佛
像
貯
焉
。
後
中
宗
又
於
寺
	
)十
三

*圖
。
讀
李
+
,、
想
其
壯
麗
。
宋
元
以
後
、
漸
墮
-
。
今
也
.
涼
不
堪
吊
矣
。
（
嵩
嶽
寺
は
法
王
寺
の
西
一
里
許
り
に
在
り
。
元
魏
・
宣
武

永
二
年
に
於
て
、
馮
亮
と
沙
門
統
暹
・
河
南
尹
甄
等
を
し
て
、
同 と
も
に
嵩
山
の
形
の
處
を
、
創
め
て
土
木
を
興
さ
し
む
。
本 も
と
離
宮
な
り
。
孝
明
の
正
光
元
年
、
閑
居
寺
と
榜
す
。
佛
刹
を
廣
大
に
し
、
國
財
を
殫
極
す
。
徒
濟
濟
と
し
て
七
百
衆
に
彌
み
ち
、
堂
宇
!
!と
し
て
一
千
"を
逾
え
、
#ん
と
謂
ふ
べ
し
。
後
$、
佛
法
を
斷
廢
し
、
寺
を
以
て
と
爲
し
、
を
以
て
壇
と
爲
さ
ん
と
欲
す
る
も
、
未
だ
果
た
さ
ず
。
隋
の
開
皇
五
年
に
至
り
、
始
め
て
題
を
嵩
嶽
寺
に
改
め
、
又
た
徒
四
百
五
十
人
を
度
隸
す
。
未
だ
幾 いく
ばく
な
ら
ず
し
て
、
兵
亂
焚
毀
す
。
%興
る
や
、
重
ね
て
修
復
を
爲
し
、
特
に
田
を
賜
ひ
四

を
碾
す
。
武
后
嵩
山
に
幸
す
る
ご
と
に
、
則
ち
寺
を
以
て
行
宮
と
爲
し
、
(國
金
佛
像
を
'り
て
焉 こ
こ
に
貯
へ
し
む
。
後
中
宗
又
た
寺
の
	に
於
て
十
三
の
*圖
を
)る
。
李
+の
,を
讀
む
に
、
其
の
壯
麗
を
想
ふ
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
九
集
20
宋
元
以
後
、
漸
く

を
墮
し
、
今
や
涼
と
し
て
吊 い
たむ
に
堪
え
ず
。）」
こ
の
記
に
よ
る
と
、
嵩
岳
寺
は
も
と
も
と
北
魏
の
宣
武
（
在
位
４
９
９
～
５
１
５
）
の
離
宮
で
、
永
二
年
（
５
０
９
）
の
創
建
。
孝
明

（
在
位
５
１
５
～
５
２
８
）
の
正
光
元
年
（
５
２
０
）
に
寺
と
な
り
、
閑
居
寺
と
呼
ば
れ
た
。
隋
の
開
皇
五
年
（
５
８
５
）
に
は
、
寺
號
を
嵩
岳
寺
と
改
め
た
。
隋
末
の
戰
亂
に
よ
り
損
壞
に
っ
た
が
、
	に
な
っ
て
修
復
さ
れ
、
則
天
武
后
の
行
幸
の
た
び
に
、
嵩
岳
寺
が
行
宮
と
な
り
、

國
金
佛
像
が
下
賜
さ
れ
た
。
し
か
し
、
宋
元
以
後
は
し
だ
い
に
衰
し
、
傅
の
時
代
、
す
な
わ
ち
明
代
に
は
れ
果
て
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
詳
し
い
記
を
見
る
べ
く
、
傅
『
嵩
書
』
も
言
し
て
い
る
「
李
の
」
に
目
を
轉
じ
て
、
嵩
岳
寺
の
沿
革
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
は
「
嵩
岳
寺
」
と
も
「
大
照
禪
師
」
と
も
稱
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
『
嵩
』
卷
十
四
の
「
嵩
嶽
寺
」
の
項
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
鄭
樵
『
志
二
十
略
』
の
金
石
略
で
は
「
嶽
寺
大
照
和
普
寂

西
京
」
と
あ
り
、
「
嶽
麓
山
」
や
「
李
思
訓
」
な
ど
と
と
も
に
「
右
李
」
と
括
ら
れ
て
、
李
の
書
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
歐
陽
脩
『
集
古
』
で
は
「
	李
嵩
嶽
寺

開
元
二
十
七
年
」
と
し
、
こ
の
を
「
	
州
刺
史
李
撰
、
胡
書
。
之
書
、
世
重
也
。
（
	の
州
刺
史
李
撰
し
、
胡
書
す
。
の
書
は
、
世
の
重
ん
ず
る

な
り
。
）」
と
し
て
、
撰
文
は
李
だ
が
、
書
丹
は
胡
と
す
る
。
『
嵩
』
卷
十
四
で
は
、「
鄭
氏
『
志
・
金
石
略
』
曰
、『
嵩
山
寺
頌
、
胡
莫
書
、
開
元
二
十
七
年
』
。
此
也
。
歐
陽
氏
曰
胡
、
鄭
氏
曰
胡
莫
。
又
一
而
『
金
石
略
』
兩
載
之
。
嶽
寺
普
寂
、
書
爲
李
、
嵩
山
寺
、
書
爲
胡
莫
。
蓋
鄭
氏
亦
有
失
考
。
（
鄭
氏
『
志
・
金
石
略
』
に
曰
は
く
、
『
嵩
山
寺
頌
、
胡
莫
書
す
、
開
元
二
十
七
年
』
と
。
ち
此
の
な
り
。
歐
陽
氏
は
胡
と
曰
ひ
、
鄭
氏
は
胡
莫
と
曰
ふ
。
又
た
一
に
し
て
『
金
石
略
』
は
兩
つ
な
が
ら
之
を
載
す
。
嶽
寺
普
寂
は
、
書
は
李
と
爲
し
、
嵩
山
寺
は
、
書
は
胡
莫
と
爲
す
。
蓋
し
鄭
氏
は
亦
た
考
を
失
す
る
こ
と
有
る
な
り
）」
と
分
析
し
て
い
る
。『
嵩
』
が
言
う
よ
う
に
、『
金
石
略
』
の
げ
る
『
嵩
山
寺

頌
』
は
、
ら
く
李
の
「
嵩
嶽
寺
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
立
の
年
が
同
じ
開
元
二
十
七
年
だ
か
ら
で
あ
る
。
書
丹
を
『
集
古
』
で
は
胡
と
し
、『
金
石
略
』
で
は
胡
莫
と
す
る
の
は
、「
」
の
字
の
書
體
と
「
莫
」
の
字
の
書
體
が
似
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
寫
し

い
か
ら
生
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
金
石
の
專
論
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
深
入
り
は
せ
ず
、
こ
の
點
は
後
日
、
別
稿
で
論
じ
た
い
。
で
は
に
、
李
の
「
嵩
嶽
寺
」
の
文
中
よ
り
、
嵩
岳
寺
の
沿
革
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
部
分
を
引
用
す
る
こ
と
と
す
る
（
４
）。
嵩
岳
寺
、
後
魏
孝
明
之
離
宮
也
。
正
光
元
年
、
 閑
居
寺
。
廣
大
佛
刹
、
殫
極
國
財
。
濟
濟
!徒
、
彌
七
百
衆
、
"
"堂
宇
、
踰
一
千
間
。
#戚
臣
、
$將
依
止
、
碩
%圓
戒
、
作
爲
宗
師
。
後
&不
'、
正
法
無
(。
宣
皇
)
*、
+叶
中
興
。
明
詔
兩
京
、
光
復
王
維
と
嵩
岳
寺
（
上
）（
,田
）
21
二
。
議
以
此
寺
爲
、
古
爲
。
八
部
扶
持
、
一
時
靈
變
、
物
將
未
可
、
事
故

。
隋
開
皇
五
年
、
隸
三
百
人
。
仁
壽
一
載
、
改
題
嵩
岳
寺
、
又
度
一
百
五
十
人
。
	豺
狼
恣
雎
、
龍
象
凋

、
天
宮

、
劫
火
潛
燒
。
唯
寺
明
等
八
人
、
莫
敢
爲
尸
、
不
暇
匡
輔
。
且
王
充
西
、
蟻
聚
洛
師
、
文
武
東
、
鳳
巖
邑
。
夙
承
檄
、
先
應
義
旗
。
輓
粟
供
軍
、
悉
心
事
。
傅
奕
計
、
以
元
嵩
爲
師
。
凡
曰
坊
、
盡
爲
除
、
獨
茲
寶
地
、
尤
見
崇
。
實
典
殊
科
、
明
敕

。
不
依
廢
省
、
有
勳
庸
、
特
賜
田
碾
四
。
代
有
維
惠
果
等
、
宣
法
、
大
壯
經
行
、
思
人
、
髣
髴

貫
。
（
嵩
岳
寺
は
、
後
魏
孝
明
 の
離
宮
な
り
。
正
光
元
年
、
閑
居
寺
と
!す
。
佛
刹
を
廣
大
に
し
、
國
財
を
殫
極
す
。
濟
濟
た
る
徒
は
、
七
百
衆
に
彌 わ
たり
、



た
る
堂
宇
は
、
一
千
"を
踰
ゆ
。
#戚
$臣
、
%き
て
將
に
依
止
え
じ
せ
ん
と
し
、
碩
&の
圓
戒
、
作
し
て
宗
師
と
爲
す
。
後
'〔
北
'〕
に
び
て
(
な
ら
ず
、
正
法
)無
し
。
宣
皇
〔
宣
 〕
*〔
父
武
 の
廢
佛
政
策
〕
を
+い
、
,
中
興
に
叶
ふ
。
明
ら
か
に
兩
京
に
詔
し
、
光 お
ほ
い
に
二
を
復
す
。
議
し
て
此
の
寺
を
以
て
と
爲
し
、
古
も
て

だ
ん
と
爲
さ
ん
と
す
。
八
部
も
て
扶
持
し
、
一
時
に
し
て
靈
變
せ
ん
と
す
る
も
、
物
將 すな
はち
未
だ
可
な
ら
ず
し
て
、
事
故
〔
事
態
〕
き
を
た
り
。
隋
の
開
皇
五
年
、
三
百
人
を
隸 し
た
がふ
。
仁
壽
一
載
、
題
を
嵩
岳
寺
に
改
め
、
又
た
一
百
五
十
人
を
度
す
。
豺
狼
〔
楊
玄
感
な
ど
の
反
亂
の
首
謀
-を
指
す
か
〕
の
恣
雎
す
る
に
	び
、
龍
象
〔
學
&の
あ
る
〕
凋

し
、
天
宮
〔
嵩
岳
寺
を
指
す
か
〕
を

う
し
な
ひ
、
劫
火
〔
兵
火
〕
潛
み
燒
く
。
唯
だ
寺
の
明
等
八
人
、
敢
へ
て
尸
す
る
莫
く
、
匡
輔
す
る
に
暇
あ
ら
ず
。
且
つ
王
充
〔
王
世
充
。
「
世
」
の
字
を
省
く
の
は
李
世
民
の
諱
を
空
字
法
に
よ
っ
て
.け
た
た
め
〕
西
に
ぎ
て
、
蟻
の
ご
と
く
洛
師
に
聚
ま
り
、
文
武
東
し
て
、
鳳
の
ご
と
く
巖
邑
〔
虎
牢
關
を
指
す
か
〕
に
る
。
夙
に
檄
を
承
け
、
先
ず
義
旗
に
應
ず
。
粟
を
輓
き
て
軍
に
供
し
、
心
を
悉 つ
く
し
て
に
事
ふ
。
傅
奕
の
計
〔
武
&年
"
の
太
史
令
・
傅
奕
に
よ
る
廢
佛
の
上
奏
〕
を
む
る
に
び
、
元
嵩
〔
衞
元
嵩
〕
を
以
て
師
と
爲
す
。
凡
そ
坊
と
曰
ふ
も
の
、
盡
く
除
せ
ら
る
も
、
獨
り
茲
の
寶
地
の
み
、
尤
も
崇
せ
ら
る
。
實
典
殊
に
科
し
、
明
敕

し
き
り
に
ぶ
。
廢
省
に
依
ら
ず
、
勳
庸
を
す
る
有
り
て
、
特
に
田
を
賜
ひ
四

を
碾
す
。
代
に
維

つ
い
な
の
惠
果
等
有
り
て
、
め
て
法
を
宣
べ
、
大
い
に
經
行
を
壯
ん
に
し
て
、
人
を
思
し
、
貫
を
髣
髴
す
。）
『
嵩
書
』
で
は
、
北
魏
・
宣
武
 の
永
/二
年
（
５
０
９
）
に
、
離
宮
と
し
て
創
建
さ
れ
た
事
實
か
ら
0き
1こ
さ
れ
て
い
た
が
、「
嵩
嶽
寺
2」
で
は
「
後
魏
孝
明
 の
離
宮
な
り
」
か
ら
沿
革
の
0明
が
は
じ
ま
る
。
宣
武
 は
熱
心
な
佛
3信
-で
あ
っ
た
か
ら
、
宣
武
 の
時
代
か
ら
0
き
1こ
し
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
、
兩
-の
記
4に
差
こ
そ
あ
れ
、
矛
盾
は
な
い
。
孝
明
 の
時
代
に
は
、
父
宣
武
 の
創
建
に
な
る
こ
の
離
宮
は
、
孝
明
 が
離
宮
と
し
て
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
5史
6事
實
を
踏
ま
え
な
が
ら
2文
を
讀
み
解
き
、
嵩
岳
寺
の
沿
革
に
つ
い
て
、
そ
の
點
を
捉
え
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
九
集
22
て
み
た
い
。
孝
明
の
正
光
元
年
（
５
２
０
）
に
、
離
宮
は
壯
麗
な
寺
院
に
改
修
さ
れ
て
「
閑
居
寺
」
と
な
っ
た
。
徒
七
百
人
、
堂
宇
一
千
を
こ
え
る
ほ
ど
の
大
寺
院
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
北
（
５
５
６
～
５
８
１
）
の
武
（
宇
文
・
５
６
０
～
５
７
８
）
の
時
代
に
廢
佛
が
行
わ
れ
て
、
閑
居
寺
は
法
を
蒙
っ
た
。
宣
（
宇
文
贇
・
５
７
８
～
５
８
０
）
の
時
代
に
な
る
と
、
父
武
の
廢
佛
政
策
が
改
め
ら
れ
て
、
佛
が
再
興
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
閑
居
寺
を
	

と
し
、
古
（
十
五

）
を
壇
と
す
る
こ
と
が
立
案
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
施
行
に
至
ら
ず
に
わ
り
、
事
な
き
を
得
た （５
）。隋
の
開
皇
五
年
、
三
百
人
を
擁
し
た
。
仁
壽
一
載
、
寺
號
を
嵩
岳
寺
と
改
め
、
さ
ら
に
百
五
十
人
を
出
家
受
戒
さ
せ
た
。
な
お
、
『
嵩
書
』
で
は
開
皇
五
年
の
の
數
三
百
人
と
仁
壽
一
載
に
出
家
し
た
の
數
百
五
十
人
を
合
わ
せ
て
、「
徒
四
百
五
十
人
を
度
隸
す
」
と
記
し
て
い
る
。
隋
末
に
な
る
と
、
楊
玄
感
が
河
南
の
黎
陽
で
反
亂
を
お
こ
し
、
そ
れ
以
後
も
多
く
の
反
亂
が
續
い
た
。
そ
の
た
め
嵩
岳
寺
は
廢
の
一
を
た
ど
っ
た
。
し
か
し
、
寺
の
明
な
ど
八
人
の
侶
は
、
手
を
こ
ま
ね
く
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
國
家
（

）
を
匡
し
輔
け
た
。

の
李
世
民
に
對
抗
し
た
鄭
國
の
王
世
充
は
、
洛
陽
を
占
據
し
て
河
南
北
部
を
支
配
し
た
が
、

の
文
武
の
臣
下
は
東
に
軍
し
、
王
世
充
や
竇
建
の
軍
と
戰
っ
た
。
嵩
岳
寺
の
明
ら
は

の
兵
に
應
じ
て
、
物
を
ん
で

軍
に
提
供
し
、
皇
に
心
か
ら
お
仕
え
し
た
。
廢
佛
論
の
傅
奕
が
廢
佛
を
求
め
る
上
奏
文
を
奉
る
と
、
高
李
淵
は
	佛
二
廢
毀
の
詔
を
出
し
た
。
（
北
時
代
の
廢
佛
論
で
あ
る
衞
元
嵩
の
獻
策
に
よ
り
、
武
に
よ
っ
て
	佛
二
廢
毀
の
詔
が
出
た
が
、
こ
の
た
び
も
）
元
嵩
の
え
が
重
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
坊
と
い
う
坊
は
て
取
り
除
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
嵩
岳
寺
は
、

へ
の
功
勞
に
よ
り
、
と
り
わ
け
襃
め
賜
り
崇
さ
れ
た
の
で
、
廢
毀
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
勳
功
に
よ
っ
て
土
地
を
下
賜
さ
れ
た
。
な
お
こ
れ
は
、
少
林
寺
が
兵
を
っ
て
、
王
世
充
と
戰
う
李
世
民
を
け
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
勳
功
を
嘉
せ
ら
れ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。
 文
の
「
獨
り
茲
の
寶
地
の
み
、
尤
も
!崇
せ
ら
る
」
は
、
嵩
岳
寺
を
襃
め
る
あ
ま
り
の
誇
張
で
あ
る
。
さ
て
、
代
に
お
け
る
嵩
岳
寺
"の
樣
子
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
李

の
「
嵩
岳
寺
 」
に
詳
し
い
。
建
#物
に
つ
い
て
記
$し
て
い
る
部
分
を
二
分
%し
て
引
用
す
る
。
十
五


、
後
魏
之
&立
也
。
發
地
四
鋪
而
聳
。
陵
空
八
相
而
圓
。
方
丈
十
二
、
'
(數
百
。
加
之
六
代
禪
、
同
示
法
牙
。
重
寶
妙
)、
就
*
+麗
、
豈
徒
力
、
固
以
,開
。
其
東
七
佛
殿
、
亦
曩
時
之
鳳
陽
殿
也
。
其
西
定
光
佛
堂
、
瑞
像
之
-止
。
昔
有
石
像
、
故
現
應
身
、
.於
河
、
/於
洛
。
離
京
轂
也
、
0輩
1
2、
天
3不
迴
。
惟
此
寺
也
、
一
香
4、
日
輪
俄
轉
。
其
南
古

、
隋
仁
壽
王
維
と
嵩
岳
寺
（
上
）（
"田
）
23
二
年
、
置
舍
利
於
羣
岳
、
以
撫
天
下
、
茲
爲
極
焉
。
其
始
也
、
亭
亭
孤
興
、
規
制
一
。
今
茲
也
、
巖
巖
對
出
、
形
影
雙
美
。
後
有
無
量
壽
殿
、
師
禮
懺
誦
念
之
場
也
。
則
天
太
后


國
金
銅
像
置
焉
。
今
知
利
	

、
演
其
廣
。
珠
幡
寶
帳
、
當
陽
之
鋪
有
三
、
金
絡
鬘
、
備
物
之
儀
不
一
。
皆
光
滿
秋
、
色
陵
渥
丹
、
窮
縣
之
國
工
、
得
天
人
之
妙
。
（
十
五

は
、
後
魏
の
立
つ
る
	な
り
。
地
を
四
鋪
に
發
し
て
聳
え
、
空
を
八
相
に
陵 しの
ぎて
圓
な
り
。
方
丈
十
二
、

數
百
あ
り
。
し
か
の
み
な
ら
ず
六
代
の
禪
は
同 と
もに
法
牙
を
示
す
。
重
寶
妙
に
し
て
麗
を
就
す
る
は
、
豈
に
徒
た
だ
に
力
の
固
む
る
に
開
を
以
て
す
る
の
み
な
ら
ん
や
。
其
の
東
の
七
佛
殿
は
、
亦
た
曩
の
時
の
鳳
陽
殿
な
り
。
其
の
西
の
定
光
佛
堂
は
、
瑞
像
の
止
せ
る
と
こ
ろ
。
昔
石
像
有
り
て
、
故
よ
り
應
身
を
現
は
し
、
河
に
か
び
、
洛
に
す
。
京
轂
を
離
る
る
や
、
輩

す
る
も
、
天

迴
ら
ず
。
惟
だ
此
の
寺
の
み
、
一
 の
香
も
て
、
日
輪
俄
か
に
轉
ず
。
其
の
南
の
古
は
、
隋
の
仁
壽
二
年
、
舍
利
を
群
岳
に
置
き
、
以
て
天
下
を
撫
し
、
茲
に
極
を
爲
す
。
其
の
始
ま
る
や
、
亭
亭
と
し
て
孤
り
興
り
、
規
制
一
た
り
。
今
茲
や
、
巖
巖
と
し
て
對
出
し
、
形
影
雙
美
な
り
。
後
に
無
量
壽
殿
な
る
有
り
、
師
の
禮
懺
誦
念
の
場
な
り
。
則
天
太
后

國
金
銅
像
を

し
焉
に
置
か
し
む
。
今
知
る
利
の


と
る
	、
其
の
廣
き
を
演
す
。
珠
幡
寶
帳
、
當
陽
之
鋪
三
有
り
て
、
金
絡
鬘
、
備
物
の
儀
一
な
ら
ず
。
皆
な
光
は
秋
に
滿
ち
、
色
は
渥
丹
を
陵
ぎ
、
縣
〔

州
〕
の
國
工
を
窮
め
、
天
人
の
妙
を
得
た
り
。）
北
魏
時
代
の
十
五

、
そ
の
の
東
に
は
、
北
魏
の
離
宮
時
代
の
鳳
陽
殿
で
あ
っ
た
七
佛
殿
が
あ
る
。
の
西
に
は
定
光
佛
堂
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
そ
の
昔
、
應
身
を
現
し
た
瑞
像
が
あ
っ
た
。
の
南
の
古
は
、
隋
の
文
に
よ
っ
て
仁
壽
二
年
（
６
０
２
）
に
中
國
五
十
三
州
に
建
立
さ
れ
た
仁
壽
舍
利
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
後
方
に
、
禮
拜
・
懺
!や
誦
經
・
念
佛
の
場
で
あ
る
無
量
壽
殿
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
則
天
武
后
か
ら
下
賜
さ
れ
た
國
金
銅
佛
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
逍
遙
樓
、
魏
"之
	
#也
。
引
流
$竹
、
上
激
登
樓
。
菱
鏡
漾
於
玉
池
、
金
%飛
於
布
水
。
&堂
'古
鐵
鐘
、
重
千
斤
、
函
二
十
石
。
正
光
年
中
、
寺
 之
	
(也
。
昔
兵
戎
孔
殷
、
寇
攘
偕
作
。
私
邑
)而
爲
寶
、
公
府
論
而
作
仇
。
後
有
*維
+惠
登
。
發
夕
,
-、
遲
明
獨
.、
以
一
己
之
力
、
抗
分
/之
徒
、
轉
戰
而
行
、
0
1而
至
。
靈
役
鬼
、
風
雨
移
山
、
莫
之
捷
也
。
西
方
禪
院
、
魏
八
極
殿
之
余
址
也
。
時
有
2禪
師
。
坐
必
居
山
、
行
不
出
俗
。
四
國
是
仰
、
百
攸
歸
。
明
準
庸
、
光
3象
設
。
南
有
輔
山
、
古
之
靈
臺
也
。
中
宗
孝
和
皇
、
詔
于
其
頂
、
4爲
大
,秀
禪
師
、
(十
三
5
圖
6有
提
靈
廟
。
極
地
之
峻
、
因
山
之
雄
。
7夷
聞
傳
、
時
序
瞻
仰
、
8至
獻
春
仲
諱
日
齋
辰
、
鴈
陣
長
空
、
雲
臨
嶺
、
委
鬱
貞
柏
、
掩
映
天
楡
。
迢
9寶
階
、
:乘
星
閣
、
作
禮
便
登
師
子
、
圍
遶

更
攝
蜂
王
。
其
	由
焉
、
	以
然
矣
。
（
逍
遙
樓
は
、
魏
"の
#ふ
る
	な
り
。
流
を
引
き
て
竹
を
$し
、
上
は
激
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
九
集
24
し
て
樓
を
登
る
。
菱
鏡
玉
池
に
漾
ひ
、
金

布
水
に
飛
ぶ
。
堂
の

の
古
鐵
鐘
は
、
重
さ
千
斤
、
二
十
石
を
函
る
。
正
光
年
中
、
寺
の
る

な
り
。
昔
兵
戎
孔
殷
に
し
て
、
寇
攘
偕 と
も
に
作 お
こ
る
。
私
邑
は
竊
み
て
寶
と
爲
し
、
公
府
は
論
じ
て
仇
と
爲
す
。
後
に
維
	の
惠
登
有
り
。
發
夕
に

を
じ
、
遲
明
に
獨
し
て
、
一
己
の
力
を
以
て
、
分
の
徒
に
抗
ひ
、
轉
戰
し
て
行
き
、

と
き
を
え
て
至
る
。
靈
鬼
を
役
し
、
風
雨
山
を
移
す
と
雖
も
、
之
に
捷 か
つ
無
き
な
り
。
西
方
禪
院
は
、
魏
の
八
極
殿
の
余
址
な
り
。
時
に
禪
師
有
り
。
坐
し
て
必
ず
山
に
居
り
、
行
き
て
俗
に
出
で
ず
。
四
國
是
れ
仰
ぎ
、
百
の
歸
す
る
攸 とこ
ろな
り
。
明
ら
か
に
の
庸 い
さ
をに
準 の
つ
とり
、
光 お
ほ
い
に
象
設
〔
佛
像
〕
を
く
。
南
に
輔
山
な
る
有
り
、
古
の
靈
臺
な
り
。
中
宗
孝
和
皇
、
其
の
頂
に
詔
し
て
、

し
た
ひ
て
大
秀
禪
師
の
爲
に
、
十
三
の
圖
び
有
提
靈
廟
を
ら
し
む
。
地
の
峻
な
る
を
極
め
、
山
の
雄
な
る
に
因
る
。
夷
聞
き
て
傳
へ
、
時
序
瞻
仰
し
、
獻
春
の
仲
の
諱
日
齋
辰
に
至
る
ご
と
に
、
鴈
は
長
空
に
陣 つ
ら
な
り
、
雲
は
嶺
に
臨
み
、
貞
柏
に
委
鬱
し
、
天
楡
を
掩
映
す
。
迢
く
寶
階
を
み
、

の
ぼ
り
て
星
閣
に
乘
り
、
禮
を
作
す
は
便
ち
師
子
に
登
り
、
圍
遶
す
る
は
更
に
蜂
王
を
攝
む
。
其
の
由
る
、
然
る
以
な
り
。）
逍
遙
樓
は
北
魏
の
皇
が
建
立
し
た
も
の
で
、
そ
の
下
に
は
泉
（
後
代
に
こ
れ
は
「
菱
鏡
泉
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
）
が
あ
る
。
堂
の
に
は
、
正
光
年
（
５
２
０
～
５
２
５
）
に
ら
れ
た
、
重
さ
千
斤
、
二
十
石
を
容
れ
る
ほ
ど
の
鐵
鐘
が
あ
る
。
西
方
禪
院
は
、
北
魏
の
離
宮
時
代
の
八
極
殿
の
礎
石
が
殘
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
南
に
輔
山
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
昔
の
靈
臺
で
あ
る
。
中
宗
（
李
顯
・
６
５
６
～
７
１
０
）
が
輔
山
の
頂
上
に
、
大
禪
師
秀
善
の
た
め
に
十
三
の
靈
 を
ら
せ
た
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
建
物
は
、
!の
開
元
年
中
（

"の
り
、
こ
の
#
は
開
元
二
十
七
年
の
立
#）
に
は
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
こ
れ
ら
の
建
物
が
ほ
と
ん
ど
$滅
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
本
來
建

さ
れ
て
い
た
場
も
特
定
し
に
く
い
%況
に
あ
る
。
で
は
&に
、
嵩
岳
寺
の
現
'に
つ
い
て
報
(し
た
い
。
三
、
嵩
岳
寺
の
現

二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
三
回
に
わ
た
る
)査
時
に
確
*し
た
嵩
岳
寺
の
現
'に
つ
い
て
詳
"し
て
み
た
い
。
な
お
、
『
安
田
文
+論
叢
２
』
（
安
田
女
子
大
學
日
本
文
學
科
,、
二
〇
一
〇
年
）
に
收
載
さ
れ
る
拙
稿
「
嵩
岳
訪
古
-―
中
國
登
封
.蹟
學
/
)査
報
(―
」
の
「
二
、
名
の
余
香
を
聞
く
大
照
禪
師
普
寂
が
0し
た
寺
―
嵩
岳
寺
」
の
項
で
も
、
嵩
岳
寺
の
現
'に
つ
い
て
少
し
觸
れ
て
い
る
が
、
紙
幅
の
合
上
、
1略
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
2容
と
重
複
す
る
部
分
が
一
部
あ
る
こ
と
を
諒
と
せ
ら
れ
た
い
。
嵩
岳
寺
の
東
に
は
南
北
に
川
が
流
れ
て
い
る
。
水
量
が
極
め
て
少
な
く
、
川
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
3
い
の
で
、
以
に
)査
し
た
と
き
川
と
は
氣
づ
か
な
か
っ
た
。
今
で
は
寺
に
向
う
4が
舖
裝
さ
れ
、
5
6の
農
家
も
7て
引
っ
越
し
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
寺
を
8光
ス
ポ
ッ
ト
と
す
べ
く
整
備
王
維
と
嵩
岳
寺
（
上
）（
2田
）
25
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
寺
の
す
ぐ
側
に
、
嵩
陽
景
管
理
局
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
管
理
局
に
は
こ
の
三
回
の
査
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
山
門
も
新
し
く
な
っ
て
い
た
。
「
嵩
岳
寺
」
と
あ
る
扁
額
が
げ
ら
れ
た
そ
の
山
門
（
圖
１
）
を
く
ぐ
る
と
、
ま
ず
目
に
入
る
の
が
奧
に
屹
立
し
て
い
る
十
五

で
あ
る
。
目
の
に
、
の
あ
る
奧
へ
と
續
く
石
段
が
あ
り
、
そ
の
手
左
側
に
は
「

	愛
寺
大
證
禪
師

」
（
７
６
９
年
立

）
が
立
っ
て
い
る
（
圖
２
）。
法
量
は
、

首
八
十
三
糎
、

身
百
九
十
六
糎
、
幅
九
十
六
糎
、
厚
さ
二
十
五
糎
、

趺
六
十
一
糎
。
王
維
の
弟
で
あ
る
王
縉
の
撰
文
、
徐
の
書
丹
に
な
る
も
の
。
徐
は
、
嵩
陽
書
院
に
あ
る
「
大
嵩
陽
紀

感
應
之
頌
」
（
７
４
４
年
立

・
撰
文
は
李
林
甫
）
も
揮
毫
し
て
お
り
、
當
時
能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
官
僚
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
「
大
證
禪
師

」
の
刻
工
は
屈
集
臣
で
あ
り
、
屈
は
張
旭
が
書
丹
し
た
「

書
省
官
石
記
序
」
（
７
４
１
年
立

）
の
刻
工
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
（
５
）。
「
大
證
禪
師

」
は
、
王
維
き
後
に
王
縉
が
撰
文
し
た
も
の
で
あ
り
、
王
縉
と
大
證
禪
師
曇
眞
や
嵩
岳
寺
と
の
關
係
を
示
す
貴
重
な

物
で
あ
る
。
た
だ
、
石
質
に
因
る
の
か
、
石

自
體
は
保
存
が
余
り
良
く
な
く
、

面
は
剥
が
激
し
く
、
龜
扶
も
壞
れ
て
い
る
。

文
の
頭
に
は
、
「
大
東
京
	愛
寺
故
大
大
證
禪
師

銘
并
序
金
紫
光
祿
大
夫
門
下
侍

章
事
太
太
宮
使
崇
玄
弘
文
大
學
士
上
國
齊
國
公
王
縉
撰
銀
光
祿
大
夫
行
書
吏
部
侍
集
賢
殿
學
士
副
知
院
事
上
國
會
稽
縣
開
國
公
徐
書
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。
「
王
縉
」
の
「
縉
」
の
字
の
絲
は
し
て
い
る
。
な
お
、
伊
正
文
『
中
國
の
詩
人
⑤
審
美
詩
人
王
維
』
（
集

、
一
九
八
三
年
）
で
は
、
王
顏
の
「
 
!


（
７
）」
に
「
大
"の
初
め
、
左
相
縉
叔
、
瑯
#に
越
$し
て
、
齊
國
公
に
封
ぜ
ら
る
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
王
縉
が
齊
國
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
は
、
史
%に
見
え
ぬ
こ
と
で
、
王
顏
の
粉
&と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
が
、
「
大
證
禪
師

」
に
王
縉
自
ら
「
齊
國
公
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
王
顏
の
粉
&で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
石
段
を
少
し
登
る
と
、
左
右
に
二
基
ず
つ
丈
の
低
い

'の
石

が
あ
る
。
石
質
が
惡
い
上
に
(り
が
淺
い
た
め
、
か
な
り
風
)し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
さ
ら
に
石
段
を
登
る
と
、
左
手
に
「
佛
頂
*
+陀
羅
尼
經
幢
」
（
北
齊
？
、
無
記
年
）
が
あ
る
。
高
さ
百
八
十
三
糎
の
八
,石
幢
で
あ
る
。
本
來
は
一
對
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
殘
る
の
は
一
基
の
み
。
・
-封
『
嵩
陽
石
刻
集
記
』
の
紀
に
、
龍
.寺
石
幢
二
基
の
/明
に
續
い
て
「
嵩
嶽
寺
石
幢
右
石
幢
二
在
嵩
嶽
寺
。
亦
刻
陀
羅
尼
經
。
無
年
0。
其
制
度
則
亦
以
物
也
。
以
上
四
幢
、
皆
漫
1不
佳
、
不
2。
（
嵩
嶽
寺
石
幢
右
石
幢
二
つ
は
嵩
嶽
寺
に
在
り
。
亦
た
陀
羅
尼
經
を
刻
す
。
年
0無
し
。
其
の
制
度
を
る
に
則
ち
亦
た
以
の
物
な
り
。
以
上
の
四
幢
、
皆
な
漫
1に
し
て
佳
な
ら
ず
、
2せ
ず
。
）」
と
あ
る
二
つ
の
石
幢
の
片
わ
れ
で
あ
ろ
う
。さ
ら
に
數
段
登
る
と
嵩
岳
寺
大
（
圖
３
）。
建
立
は
開
山
と
同
時
期
の
正
光
年
3（
５
２
０
～
５
２
４
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
面
十
二
角
形
で
十
五
、
現
存
す
る
中
國
最
古
の
密
檐
式
磚
。
河
南
省
古
代
建
4
保
5
6究
7「
登
封
嵩
岳
寺
地
宮
理
8報
」
（
『
文
物
』
一
九
九
二
年
第
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
九
集
26
一
期
）
に
よ
る
と
高
さ
三
十
七
・
〇
五
米
。
の
に
は
樹
齡
五
百
五
十
年
の
大
銀
杏
が
枝
を
四
方
に
伸
ば
し
て
い
る
。
の
中
に
は
明
の
永
樂
七
年
（
１
４
０
９
）
の
阿
彌
陀
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
（
圖
４
）。
明
の


王
が
っ
た
白
玉
の
三
阿
彌
陀
像
の
一
つ
。
そ
う
言
え
ば
、
會
善
寺
の
山
門
に
も
永
樂
七
年
の
阿
彌
陀
像
が
あ
っ
た
。
殘
り
の
一
	は
汝
州
の
少
室
山
南
麓
に
あ
る
風
穴
寺
の
毘
盧
殿
に
置
か
れ
て
い
る
ら
し
い
。
風
穴
寺
は
、
筆

留
學
中
の
九
十
年
代
の
わ
り
に
二
回
、
二
〇
一
〇
年
に
一
回
の
合
計
三
回
査
し
て
お
り
、
見
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
く
意
し
て
い
な
か
っ
た
。
北
に
ん
で
か
ら
出
る
と
三
殿
が
現
れ
る
。
中
央
に
大
雄
殿
、
向
か
っ
て
右
に
伽
殿
、
左
に
白
衣
殿
。
大
雄
殿
の
中
に
は
嵩
岳
寺
に
傳
わ
る
文
物
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
北
魏
の
石
獅
子
一
對
、
の
石
門
と
石
礎
な
ど
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
元
の
至
正
四
年
（
１
３
４
４
）
の
「
法
王
禪
寺
持
亮
公
無
庵
之

額
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
石
額
（
縱
八
十
三
×
五
十
六
×
厚
さ
十
六
糎
）
も
あ
り
、
「
惟
贇
書
丹
」
「
至
正
四
年
崇
可
安
大
師
王
善
刊
」
と
名
も
刻
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
以
展
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
九
十
年
代
の
査
時
に
伽
殿
の
軒
下
に
あ
っ
た
「
蕭
和
靈
銘
」
（
７
８
３
年
立
）
の
殘
が
、
大
雄
殿

の
壁
に
立
て
掛
け
ら
れ
て
あ
っ
た
（
圖
５
）。
ま
た
同
じ
く
九
十
年
代
に
伽
殿
の
軒
下
に
あ
っ
た
「
元
珪
和
石
函
」
は
、
登
封
隍
廟
の
登
封
史
物
の
林
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
確
し
た
。
な
お
、
九
十
年
代
の
査
時
か
ら
こ
れ
ま
で
の
、
『
登
封
名
文
物
志
』
（
河
南
省
登
封
縣
地
方
志
纂
委
員
會
、
一
九
八
五
年
）
に
嵩
岳
寺
に
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
「
嵩
岳
寺
感
應
羅
 洞
記
」
（
１
１
０
２
年
立
）
の
殘
石
二
方
が
見
つ
か
ら
ず
、
そ
の
行
方
が
氣
に
な
っ
て
い
た
。
本
誌
號
の
拙
論
「
王
維
と
嵩
山
羅
 洞
―
『
深
洞
長
松
何
!有
』
の
『
深
洞
』
の
!在
に
つ
い
て
」
で
"べ
た
よ
う
に
、
登
封
市
文
物
局
文
物
科
長
の
張
卿
氏
に
よ
る
と
、
法
王
寺
に
#ん
だ
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
現
在
行
方
不
明
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
て
、

$の
『
嵩
書
』
か
ら
の
引
用
文
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
宋
元
以
後
、
こ
の
寺
は
衰
%し
始
め
た
と
あ
る
。
現
在
、
佛
殿
は
三
殿
（
こ
れ
は
一
九
八
二
年
の
再
建
）
し
か
存
在
せ
ず
、
赫
奕
と
し
た
威
光
を
放
っ
て
い
た
北
魏
か
ら
隋
時
代
に
か
け
て
の
面
影
は
く
な
い
。
こ
こ
十
數
年
の
に
、
釋
&佛
方
丈
の
力
に
よ
っ
て
多
く
の
佛
殿
が
再
建
・
修
復
さ
れ
た
法
王
寺
と
對
照
'で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
嵩
岳
寺
の
衰
%は
、
宋
元
以
後
(し
か
っ
た
に
せ
よ
、
中
以
後
の
北
宗
禪
の
衰
%に
)因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
經
*を
考
察
す
る
に
は
、
椎
名
宏
雄
「
嵩
山
に
お
け
る
北
宗
禪
の
展
開
」
（
『
宗
學
+究
』
第
10號
、
曹
洞
宗
總
合
+究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
六
六
年
）
に
お
け
る
分
析
が
手
掛
か
り
に
な
ろ
う
。
「
嵩
山
に
活
,せ
る
北
宗
禪

は
、
普
寂
や
そ
の
弟
子
の
時
代
を
頂
點
に
-第
に
減
少
し
、
恰
も
北
宗
禪
體
の
.衰
と
期
を
一
に
し
て
い
る
。
（
中
略
）
一
般
に
、
會
昌
の
破
佛
（
八
四
二
―
五
）
を
堺
に
、
兩
京
に
/い
嵩
山
佛
0は
(し
く
衰
%し
て
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。」
王
維
と
嵩
岳
寺
（
上
）（
田
）
27

期
か
ら
宋
元
に
か
け
て
、
嵩
岳
寺
の
多
く
の
佛
殿
や
佛
像
は
、
惜
し
く
も
滅
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
九
十
年
代
の
査
で
は
「
大
證
禪
師
」
を
鑑
賞
し
、
十
五

を
仰
ぎ
、
「
蕭
和
	靈
銘
」
の
文
を
査
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
九
年
に
十
年
ぶ
り
で
寺
を
訪
れ
て
み
る
と
、
嵩
岳
寺
境


邊
の
地
圖
が
示
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
境

の
北
と
西
に
、

を
誇
っ
て
い
た
嘗
て
の
嵩
岳
寺
の
寺
域
が
廣
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
地
圖
で
は
こ
れ
を
「
嵩
岳
寺
址
」
と
表
記
し
て
い
た
。
こ
の
蹟
に
は
老
樹
が
植
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
、
地
圖
に
は
「
大
松
樹
」
と
あ
っ
た
。
現
在
の
境

か
ら
西
へ
坂
を
上
り
、
畑
を
越
え
て
行
く
と
、
松
で
は
な
く
「
大
柏
樹
」
が
威
風
堂
々
と
立
っ
て
い
た
（
圖
６
）。
會
善
寺
に
あ
る
樹
齡
二
千
年
の
圓
柏
に
は
ば
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
素
人
眼
に
も
相
當
な
樹
齡
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
老
柏
で
あ
る
。
代
に
は
、
こ
の
邊
り
に
多
く
の
佛
殿
や
堂
が
聳
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
老
柏
の
に
は
「
嵩
岳
寺
址
」
と
刻
さ
れ
た
明
の
石
版
が
あ
っ
た
。
蹟
は
、
院
の
北
と
東
西
の
靈
臺
上
の
東
西
百
八
十
米
、
南
北
三
百
三
十
米
の
六

米
に
亙
っ
て
分
布
し
て
い
る
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
登
封
市
文
物
局
の
張
卿
氏
と
宋

瑞
氏
に
對
し
て
、
こ
の
蹟
を
發
掘
査
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か

ね
た
と
こ
ろ
、
發
掘
は
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
今
後
發
掘
す
る
計
畫
も
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

の
大
雄
殿
に
展
示
さ
れ
て
あ
る
北
魏
か
ら
元
に
か
け
て
の
文
物
が
、
發
掘
に
よ
っ
て
出
土
し
た
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
質
問
を
投
げ
か
け
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
て
地
上
に
殘
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
の
示
を
得
た
。
も
し
、
發
掘
査
が
行
わ
れ
た
な
ら
ば
、
李
の
「
嵩
岳
寺
」
に
記
さ
れ
た
建
物
の
配
置
が
明
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
 み
得
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
嵩
岳
寺
蹟
の
南
側
の
小
高
い
丘
が
、
「
輔
山
」
（
圖
７
）
で
あ
ろ
う
。

し
た
示
さ
れ
て
い
る
地
圖
で
は
「
西
靈
臺
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
地
を
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
の
衞
星
畫
像
で
見
る
と
、
二
つ
の
圓
形
が
見
え
る
。
は
じ
め
は
大
き
な
樹
木
か
何
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
九
年
三
!に
初
め
て
査
し
た
と
こ
ろ
、
禪
の
址
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
址
が
二
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
"禪
師
#秀
の
禪
と
大
照
禪
師
普
寂
の
禪
で
あ
る
と
直
感
し
た
。
拙
稿
「
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
$邊
（
上
）」
（
本
誌
第
二
十
五
集
、
二
〇
〇
六
年
）
の
%（
９
）
で
も
べ
た
よ
う
に
、
儲
光
羲
の
詩
に
「
至
岳
寺
&大
"大
照
禪
上
'上
人
」
が
あ
り
、
嵩
岳
寺
に
は
二
人
の
禪
師
の
禪
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
二
基
の
址
の
う
ち
、
南
側
（
嵩
岳
寺
跡
か
ら
登
っ
て
奧
側
）
の
址
（
圖
８
）
は
封
土
が
低
い
が
面
積
が
大
き
い
。
北
側
（
嵩
岳
寺
跡
か
ら
登
っ
て
手
側
）
の
址
（
圖
９
）
は
封
土
が
高
い
が
面
積
が
小
さ
く
、
磚
が
無
數
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
數
本
の
細
い
木
が
生
え
て
い
た
。
位
置
か
ら
考
え
て
、
南
側
（
奧
側
）
が
師
の
大
"禪
師
址
、
北
側
（
手
側
）
が
弟
子
の
大
照
禪
師
址
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
二
つ
の
址
は
大
"禪
師
址
と
大
照
禪
師
址
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
登
封
市
文
物
局
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
九
集
28
は
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
を
確
す
る
た
め
、
張
卿
氏
に
西
靈
臺
の

址
に
つ
い
て
ね
た
と
こ
ろ
、「
一
つ
は
大
禪
師
の
も
の
だ
と
思
う
が
、
も
う
一
つ
は
誰
の
も
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
答
え
が
っ
て
き
た
。
登
封
市
文
物
局
も
把
握
で
き
て
い
な
い
と
み
え
る
。
現
在
の
嵩
岳
寺
の
境
域
か
ら
は
外
れ
る
が
、
最
後
に
菱
鏡
泉
の
在
に
つ
い
て
記
し
た
い
。
「
嵩
岳
寺
	」
に
「
菱
鏡
玉
池
に
漾
ひ
、
金


布
水
に
飛
ぶ
」
と
寫
さ
れ
た
泉
は
、
後
代
に
菱
鏡
泉
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
嵩
岳
寺
の
後
方
の
峰
に
あ
る
羅
洞
へ
と
登
っ
て
い
く
中
の
坂
の
右
下
（
東
側
）
に
あ
る
三
角
形
の
池
（
圖
10）
が
そ
れ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
現
在
も
、
山
上
か
ら
地
下
を
っ
て
き
た
水
が
勢
い
よ
く
流
れ
出
て
い
た
。
以
上
、
嵩
岳
寺
の
沿
革
と
現
に
つ
い
て
記
し
た
。
稿
で
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
王
維
と
嵩
岳
寺
の
關
係
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た
い
。
二
〇
〇
九
年
三
以
の
嵩
山
の
蹟
査
で
は
、
河
南
省
嵩
山
風
景
名

嵩
陽
景
管
理
局
副
局
長
の
李
慶
氏
よ
り
格
別
の
ご
配
慮
を
蒙
っ
て
い
る
。
特
に
二
〇
〇
九
年
の
八
と
二
〇
一
〇
年
の
三
の
査
で
は
、
登
封
滯
在
中
、
李
慶
氏
の
公
用
車
を
專
屬
轉
手
（
王
飛
立
氏
）
付
き
で
貸
與
し
て
い
た
だ
き
、
査
す
る
各
蹟
は
て
フ
リ
ー
パ
ス
で
あ
っ
た
。
李
慶
氏
の
ご
配
慮
が
な
け
れ
ば
、
査
究
は
順
に
ま
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
厚
く
鳴
謝
申
し
上
げ
る
。
【
】
（
１
）
「
稀
で
あ
っ
た
」
と
去
形
に
し
た
の
は
、
二
〇
一
〇
年
八
に
、
嵩
岳
寺
を
含
む
八
箇
十
一
件
の
「
嵩
山
史
建
群
」
が
世
界
文

 
!と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
後
は
、
嵩
岳
寺
が
世
界
中
の
人
々
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
（
２
）
そ
の
"果
は
「
『
王
右
丞
文
集
』
刊
刻
年
代
考
」
（
『
日
本
中
國
學
會
報
』
五
十
五
集
、
二
〇
〇
三
年
）
に
ま
と
め
た
。
（
３
）
『
故
宮
珍
本
叢
刊
』
第
２
５
３
冊
（
#南
出
版
$、
二
〇
〇
一
年
）
に
收
載
さ
れ
る
『
嵩
書
』
に
據
る
。
（
４
）
『

%文
』
（
中
&書
局
、
一
九
八
七
年
）
を
底
本
と
し
、
本
文
の
一
部
を
『
李
北
#集
』（『
四
庫
書
』
本
）
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
。
（
５
）
オ
ン
ラ
イ
ン
百
科
事
典
で
あ
る
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
！
百
科
事
典
の
「
嵩
岳
寺
」
の
項
（
里
'
雄
執
筆
）
で
は
「
北
(の
破
佛
（
５
７
４
、
５
７
７
）
で
一
時
'
)（
'
*寺
院
）
と
な
っ
た
」
と
あ
る
が
+り
で
あ
ろ
う
。
（
６
）
,章
燦
『
石
刻
刻
工
究
』
（
上
#古
-出
版
$、
二
〇
〇
八
年
）
一
九
五
頁
。
（
７
）
こ
の
	は
、
筆
.が
二
〇
一
〇
年
八
に
山
西
を
査
し
た
折
に
、
/
0縣
の
永
樂
宮
の
	
1に
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
し
た
。
【
付
記
】
嵩
岳
寺
は
「
嵩
嶽
寺
」
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
表
記
を
「
嵩
岳
寺
」
に
統
一
し
た
。
但
し
、
文
獻
か
ら
の
引
用
の
際
、
そ
の
文
獻
に
「
嵩
嶽
寺
」
と
あ
る
場
合
は
、
「
嶽
」
の
字
を
「
岳
」
に
改
め
な
か
っ
た
。
王
維
と
嵩
岳
寺
（
上
）（
2田
）
29
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
九
集
30
圖
１
嵩
岳
寺
山
門
圖
２
大
證
禪
師

王
維
と
嵩
岳
寺
（
上
）（
田
）
31
圖
３
嵩
岳
寺
大

圖
４
明
の
阿
彌
陀
像
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
九
集
32
圖
５
蕭
和
靈
銘
圖
６
嵩
岳
寺
跡
の
大
柏
樹
王
維
と
嵩
岳
寺
（
上
）（
田
）
33
圖
７
嵩
岳
寺
跡
か
ら
輔
山
（
西
靈
臺
）
を
臨
む
圖
８
南
側
址
（
左
の
や
や
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
）
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
九
集
34
圖
９
北
側
址
（
左
側
の
木
の
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
）
圖
10
菱
鏡
泉
か
と
思
わ
れ
る
泉
